
海外安全対策情報（平成29年７～９月期）

１ 治安情勢・一般犯罪の傾向
(1) ＮＳＷ州

治安情勢は総じて安定しているが、唯一店舗を対象とした窃盗のみ増
加している。また、警察の取締り強化により、コカイン所持の検挙者が
前年比＋41％と大幅に増加している。
なお、顕著な犯罪の増加傾向が認められる地域は以下のとおり。
○シドニー地域

Blacktown：強盗（銃器以外の凶器使用）（+56.6%)
City and inner South : 窃盗（店舗対象）（+24.1%）
Innner South West： 強姦（+29.1%）
Paramatta ： 強姦（+25.1%）
Ryde : 窃盗（乗物盗）（+43.7％）
South West : 強盗（凶器を使用しないもの）（+43.6％）
Sutherland : 強姦（+56.5）

○Illawarra：窃盗（店舗を対象）（+14.4%)
○Murray : 窃盗（乗物盗）（+32.0%)
○Newcastle and Lake Macquarie : 建造物侵入（+11.0%）、

窃盗（店舗を対象）（+13.2％）

(2) 北部準州
治安情勢は総じて安定しているが、前年と比べると犯罪発生率は増加
している。
○ 暴行、脅迫、性犯罪等人に対する犯罪（+1.9％）
○ 窃盗、住居侵入等の所有権を侵害する犯罪（+7.9％）
特に、住居侵入（+27.5％）や商業施設に対する侵入（+21.8％）が大

幅に増加している。

２ 邦人被害
シドニー地域「インナーウェスト」のショッピングセンターにおいて、邦
人男性がトイレに入った際、男性３名から暴行を受け、持っていた鞄を盗ま
れそうになる被害が発生した。
尚、同地区では、凶器を使用しない強盗事件の発生が急増していることか
ら、同様の被害に注意を要する必要がある。
※ インナーウェスト：Leichhardt,Balmain周辺地区

３ テロ・爆弾事件発生状況
７月、シドニーにおいて中東行きの航空機に手製爆弾を持ち込もうとした
男性４名が逮捕された。現在のところシドニーにおける大規模なテロの発生
はないが、世界的なテロ発生状況を鑑み、特に人の集まる場所におけるテロ
の可能性について警戒する必要がある。

４ 誘拐・脅迫事件発生状況
特段注意を要する事件・情報は認知していない。

５ 日本企業の安全に関わる諸問題
シーシェパード及び慰安婦関連団体の動向について引き続き注意を要す
る。

※統計は、ＮＳＷ州犯罪統計局及び北部準州警察の公表に基づく（統計期間：2016年10月から2017年9月までの１年

間と前年同期との増減率）。






